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l．はじめに   

A社のデータ処理をしているB社の担当者に対して、A社のデータマイニングに関連する定式化と  
でもいう作業を支援した事例の報告である。B社の担当者はデータマイニングのソフトの機能はよく理  
解しているが、本来の目的に対してどう対処するかという段階になるとお粗末といわざるを得ず、この  
局面でORリテラシーが有効であることを体験した。その事例を2つ紹介する。1つは避けたい異常な  
事態例えば退会という現象への対応に役立つ情報を手に入れたいのであるが，その退会という現象のデ  

ータのみをデータベースから抽出して何か掴まらないか首をひねっているという状態で、もう1つは膨  
大なデータベースから関心の深い事項例えば代理店別一商品別■ユーザの属性・使用期間などの影響を  

評価したいのであるが．それらの周辺分布あるいは2次元分布からいろいろと評価をしようとしている  

状態である。第1の事例にはマハラノビスの距離を求め、ある闇値を越えるときに異常発生を予知する  

方式を導入し、第2の事例には周辺分布に拘らず多次元の各セルを対象に関心事項を評価するため、い  

くかの回帰モデルを描きながらモデルを選択する方式を導入した。ともにある程度の成果をあげた。  
2．マハラノビスの距離の事例   

退会という異常な事態のみ対象としないで、継続しいるメンバーからより正常なグループを把握し  
て、それを対象にマハラノビスの基準空間を設け、退会者はマハラノビスの距離が大きくなるようなデ  

ータ項目を探した。その結果、ある程度の識別はできたが、データ項目に基本的なデータを欠落してい  
ることが判明し、以後そのデータ項目をデータベースに収録することによりその効果をあげることがで  

きた。なお、エクセルによるマハラノビスの距離算出については既発表（りを参照されたい。  

3．回帰分析の事例   

代理店別・商品別・ユーザの属性■使用期間の影響を求めた1例を図表1に示す。データ項目はカテ  
ゴリ化し、その組み合わせにより生じるセルの内容はデータマイニングのソフトからエクセルに連結し  

て得られる。特性を目的変数としカテゴリ化された説明変数の係数を最小2乗法で求める。これは、エ  
クセルのソルバーを使用することにより，数ケースの回帰分析を一度に実行でき説明変数の選択‘合成  

などに便利であった。  

4．おわりに   

今回のデータマイニング支援を始めてすぐに次のことに気がついた。それは、「データマイニングの  

ツールとは適切なパラメーターを入力するとひとりでにねらいとする結果が出力されるもの。」と思い  
込んでおり、「自分で実態を表現するモデルをいくつか作り、データマイニングのツールを用いて抽出  

編集したデータによりどのモデルが適切かを自分で判断するもの」という考えを持たないことである。  

そこで、迂遠と思われたかも知れなかったが，ORリテラシー（注参照）を身につけてもらうために、  
文献2をテキストとして促成教育を行った。その結果、B社の担当者は自らいろいろと仮設を立てモデ  
ルを作り、その検証用のデータをデータマイニングのツールを用い取得して、モデルを選択評価するこ  
とができるようになった。ORリテラシーを唱えたメン′トの一人としてまことに感慨深いものがある。  
ご意見をお待ちしている。 Eメール：haJime．gondo＠nifty．com  

注 ORリテラシー（文献2のあとがきより抜粋）   

何とかORを世に広め使ってもらうにはどうしたらよいかということで、1990年に学会の有志がこ）  

R広報研究部会を作った。研究部会はその後ORリテラシー研究部会さらにORリテラシー研究グル仙・・  
プと名称は変わっているが、その中から文献2のテキストが誕生した。これら一連の研究部会の初期の  

時点では、広めたいORとは一体何かを確認することから始め、さらに情報リテラシーに対応してOR  
リテラシー というものを提唱した。・‥途中省略・・・、つまり、ORリテラシーはOR専門家が持つも  

のというよりは、広くビジネスマンや各層の意思決定者に知っておいていただきたいORの考え方や方  

法の常識とでもいうものである。  
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図表1ソルバーによる回帰分析  

L7  ＝SUM（V9：AA9）  

F9  二＋SUMPRODUCT（Dll：D264，‡C＄11：＄C＄264，‡B＄11：‡B＄264）／SUMPRODUCT（Dll：D264  

J9  ＝SUMPRODUCT（V11：V264，Vll：V264，‡B＄11：‡B＄264）／SUM（‡B＄11：＄B＄264）  

Eli 二tF（1SERROR（F（ND（E＄10，‡All，1）），0．1）  

Jll 二十Cl卜‡D‡2  

Kll ＝SCl卜SUMPRODUCT（‡D＄3二‡U＄3，＄Dll：‡Ull）  
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